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学習の進め方
【教職教養】



重点事項を中心に網羅的に学ぶ

⚫ 基礎講座を受講する。

⚫ テキストを読み、内容や相互関係を理
解する。

⚫ 重要箇所を中心に整理する。



⚫ 一問一答形式の問題を解く。

⚫ 重要箇所をまとめたレジュメ等を読
み直す。

⚫ テキストのマーカー等でチェックし
た部分を読み直す。

学んだ内容を定着する



⚫ インターネット、大学、県情報セン
ター、書店等で過去問を入手する。

⚫ 自力で解いた後、テキストを参照して、
分からなかった問題を解く。

⚫ 解答を見て（解説を聞いて）理解する。

過去問を解く



出来なかった問題を
「確認ノート」に記録する

① ルーズリーフノートを準備する



② 目次を作成する



③ ノート表に不正解の問題を貼る



④ ノート裏に解説を貼る



トレーニング（基礎問題集）を解く

⚫ 配布されているトレーニング問題を解く。

⚫ テキストを学習しながら並行して実施しても
よい。

⚫ 自力で解いた後、テキストを参照して、分か
らなかった問題を解く。

⚫ 解答を見て（解説を聞いて）理解する。

⚫ 解けなかった問題を確認ノートに記入する。



トレーニング（基礎問題集）を解く（2回目）

⚫ 1回目で解けなかった問題を中心に再度トレー
ニング問題を解く。

⚫ 基礎講座を受講しながら並行して実施してもよ
い。

⚫ 自力で解いた後、テキストを参照して、分から
なかった問題を解く。

⚫ 解答を見て（解説を聞いて）理解する。

⚫ 2回目も解けなかった問題について、確認ノー
トにチェックを入れる。



学習の進め方
【専門教養】
【一般教養】



過去問を解く

⚫ インターネット、大学、県情報センター、
書店等で過去問を入手する。

⚫ 自力で解いた後、参考書等を参照して、分
からなかった問題を解く。

⚫ 解答を見て（解説を聞いて）理解する。



解答結果を分析し、学び直す

⚫ 専門教養
（～3割）全体を学び直す。
（4割～6割）正解できなかった分野を学び直す。
（7割～）問題集に進む。

⚫ 一般教養
（～6割）不得意分野と出題の多い分野を学び直
す。
（7割～）問題集に進む。



問題集を解く

⚫ 教員採用試験用の問題集を用意する。

⚫ 問題を解き、解答を確認する。

新しい問題集に挑戦する



学習の進め方
【論文対策】



基礎を学ぶ

⚫ 基礎講座を受講して、課題把握や論文構成、
策の作成法などを理解する。

⚫ 教採論文に適した記述方法を理解する。

出題傾向を把握する



基本的なテーマで作成する

⚫ 学力向上、豊かな心の育成、健康づくりの３
テーマで作成する。

⚫ 論文を作成したら、必ず添削を受ける。

⚫ 講師から修了をもらうまでは、何度でも書き
直す。



振り返りをする

⚫ 構成方法、構成要素の盛り込み方を振り返る

⚫ 考察、策の作成方法を振り返る

⚫ 適切な日本語の使い方を振り返る

⚫ 教採論文での適切な表現方法を整理する。



新しいテーマで作成する

⚫ 自治体の傾向に基づき作成する。

⚫ 自治体の教育ビジョン等をテーマに作成する。

⚫ 「安全・安心」、「家庭や地域との連携」を
テーマに作成する。

⚫ 作成した論文は、必ず添削を受け、書き直す。



整理する

⚫ 様々なテーマの「序論の考察」と「本論の
策」を作成する。

⚫ 今まで作成した論文の「序論の考察」と「本
論の策」も整理する。



振り返る

⚫ 今まで作成した論文を読み直す。

⚫ 今まで作成したテーマでもよいので、論文を
作成する。
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